
大阪府保健医療計画に基づく南河内二次医療圏における急病患者に対して、適切かつ迅速な医療が受けられる体制づ
くりに努める。

適切かつ迅速な医療が受けられる体制の確保を図る。

今後の
方向性

安心できる医療体制を充実する健康
共生共感都市

施
策
の
大
綱

保健福祉部健康推進課

事業： 救急医療関係事業 0102

07

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第2章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

二次救急医療体制及び休日・夜間における小児の急病診療体制の確立
を図り不安解消に努めている。A

二次救急医療体制及び日曜日・祝休日・年末年始の昼間、土・日・祝・年
末年始（12/29～1/3）の16時から20時、毎日の夜間から早朝における小
児の急病診療体制の確立を図り、不安解消に努めたため。今後の検討事
項としては、関係機関との更なる連携。B

A

A

目

標

南河内二次医療圏内の救急告示病院に二次救急医療体制への支援及び南河内南部地区の小児急病診療事業に基づ
く診療体制への支援を行い、急病患者に対して、適切かつ迅速な医療が受けられる体制を確保する。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

80,379

79,216

0.15

0.00

79,216

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 1,700

737

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

79,250

79,250

0

0

0

83,859

0.60

0.00

1,772

759

-34

-34

0

0

0

-3,480

-0.45

0.00

-72

-22

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

1,163

0

事業費（決算額） 79,216

4,609

0

79,250

-3,446

0

-34 (千円)

 (千円)

 (千円)
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